本参考例では、事故報告書とひやりはっと報告書１枚にまとめたものをお示ししてますが、

施設の運営形態により独自の様式を作成しても差し支えありません。

事故およびひやり・はっと報告書（参考様式）
報告年月日　　年　　月　　日

	利用者氏名
	□男　□女　　年齢　　歳

	利用状況　　□入所者　□短期入所者　□適所リハビリテーション利用者

	発生年月日　　年　　月　　日（　　）
	発生時刻　　am/pm　　時　　分頃

	発生場所
	報告者氏名

	（損害の程度）

	①利用者への影響

□レベルⅠ異常なし

□レベルⅡバイタルサインの変化・観察強化・要検査

□レベルⅢ治療が必要な軽度の傷害

□レベルⅣ入院加療が必要な傷害

□レベルⅤ後遺障害が残る傷害或いは死亡
	②その他
□精神的苦痛を受けた
□器械・物品の破損
□その他（　　　　　　　）

	（所見および治療）

□骨折（　　　）　　□創傷（　　　）　　□熱傷（　　　）　　□打撲（　　　）

□肺炎　□脳挫傷・硬膜下血腫　□死亡　□その他（　　　　　　　　　　　　　）

	種類

· 転倒･転落　□外傷　□誤嚥･誤飲　□異食　□離設（離苑）　□食中毒　□熱傷

· 感染　□自傷　□利用者同士のトラブル・暴力　□金銭　□紛失・破損　□与薬

· 注射（皮下･筋注･静注）　□点滴　□介護保険・契約関連

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	（発生状況）＊事実を記載

□介助中　□リハ中　□レク中　□その他

（下の欄は，受傷者・被害者が利用者の場合のみ記入して下さい．）

· 障害老人の日常生活自立度□Ａ－１□Ａ－２□Ｂ－１□Ｂ－２□Ｃ－１□Ｃ－２

· 痴呆性老人の日常生活自立度□Ⅰ　□Ⅱa　□Ⅱb　□Ⅲａ　□Ⅲb　□Ⅳ　□M

· 要介護度□要支援　□要介護1　□要介護2　□要介護3　□要介護4　□要介護5

	（発生直後の緊急処置）

	（利用者・家族への説明内容および施設への要望）

	（事故原因または「ひやり・はっと」の場合は防ぐことができた理由）


